
ウェアラブル、新しい評価方法そして生命保険
の危険選択

はじめに 

2015年、世界経済フォーラムの議長は、個人と業界が「第4次

産業革命を活用する」方法について話しました。これは、物

理、デジタル、生物学の境界線を曖昧にする「サイバーフィジ

カルテクノロジー」の台頭を中心とした革命です1。18世紀の最

初の産業革命の間に生まれた生命保険業界は、4番目の産業

革命によって生まれた関連データの技術的変化とその波にど
のように対処し活用できるでしょうか。

ウェアラブル

ウェアラブル・ヘルスデバイスは、ユーザーの健康と活動に関

するさまざまな情報に関するデータをユーザーから収集し記録

する電子機器です。これらのデバイスは、「モノのインターネッ

ト」（IoT）の一部であり、「モノのインターネット」（IoT）に情報を

提供します。これは、オンラインの世界が物理的な領域に拡

張、リンクされ、または埋め込まれる方法を表す用語で2 、最

初のスマートフォンが2000年代半ばに登場して以来、瞬く間に

広がりました（AppleのiPhoneとGoogleのAndroid）。重要なこと

に、これらのデバイスはインターネットに常に接続されており、

ユーザーのデータを受動的に記録していました。特定の非テレ

フォニーウェアラブルは、2003年にForerunnerで、2009年に

Fitbit TrackerでGarminによって導入され、距離と速度、心拍

数、歩数を記録しました3。

1 Schwab, 2015 
2 Morandi, 2012 
3 Piewek, 2016 

典型的なデバイスには、加速度計、ジャイロスコープ、磁気セン

サーなどのセンサーが組み込まれていますが、マルチコアプロ

セッサとワイヤレス通信（BluetoothやWi-Fiなど）も組み込まれ

ているため、スマートフォンや直接Webに接続できます
4。

それらの利用は過去10年間で爆発的に増加し、2014年に販売

された約7000万台から、2018年には1億2000万台、2022年には

1億9000万台に増加しました。ウェアラブルデバイスにはさまざ

まな形態（眼鏡、靴、衣服）がありますが、スマートウォッチやリ

ストバンド、さらにはOuraリングのようなジュエリーとして、約

90％が手首に装着されています5。英国では、人口の17％また

は600万の人々がそのようなデバイスを装着している、または

同数の人々が装着したいという願望を示しています6。

健康ウェアラブルでは、収集される典型的なデータには、歩

数、心拍数、睡眠パターン、血圧、およびその他の代謝測定値
が含まれます（図1を参照）。 

ウェアラブルデバイスは単なるインターフェースであり、ユー

ザーにとって望ましいアクセサリー、真に価値のあるデータに

関心のある人を引き付ける場合を除いて、それ自体は価値が

ありません。もちろん、データの使用は一方向のプロセスでは

ありません。ウェアラブルを使用する人々にとっての魅力の1つ

は、データを（次頁へ）

4 Yu Lu, 2017 
5 Richter, 2018 
6 Feldman, 2017 
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より良い関係性を引き出すでしょうか？

December 2021 

ReCent 
Medical News



Hannover Re | 2 

パッケージ化して簡単に理解できる指標や指標に戻す方法で

あり、これに対する関心は、個人分析による自己発見に基づく

アイデアであるQuantified Self（QS：自己の数値化）運動の

台頭とともに高まる可能性があります7。

図1：ウェアラブルの指標 

Piwek et al., 2016 

収集された情報の組み合わせは、人々の人生経験への手掛

かりとなる「社会的および行動的指標の豊かなタペストリー」を

生成し、これらおよび関連する健康への影響に関する研究を

臨床検査および侵襲性治療の範囲から解放します8。

さらに、強力なコンピューティングおよびデータ分析と連携する

ことで、ウェアラブルデバイスからのデータは早期死亡または

罹患リスクが高いマーカーを特定するモデルを開発し、さらに

は「デジタル・フェノタイプ」を特定することもできます – テクノ

ロジーとのインターフェースが、特定の病気や病気の予後また

は診断にどのように役立つか9。

Onnela＆Rauchは、ウェアラブルとスマートデバイスによって収

集されたデータを、受動的情報（これまでに説明した情報：例え

ばユーザーの関与を必要としないセンサーデータなど）と能動

的情報（ユーザーが積極的に回答または関与する必要がある

データ）の2つのグループに分け、これらの相互作用を観察し

ました。このような情報の分割は、生命保険引受査定の分野

でリスク情報を取得する方法（能動的な情報は告知書に記載

された告知事項に相当します）と、

7 Piwek, 2016 
8 Onnela 2016 
9 Jain, 2015 

新しい情報（パッシブセンサー情報の形式）を使用して検証す
る方法をうまく説明し、リスクに対する意思決定を強化します。 

これらの2つの点、リスクの予測/モデリング、および確立された

方法を強化するためのテクノロジーの利用が、生命保険業界
がウェアラブルデバイスの可能性に目覚めた理由です10。 

生命保険 

アクチュアリーは、17世紀後半から18世紀にかけて、エドモン

ド・リーやジェームズ・ドッドソンなどが考案した方法で世界を予

測または解釈するために正確なデータを抽出し利用する、元祖

データサイエンティストであると言えます。そして、その後の数

年間に、これらのツールは年齢、性別、喫煙者の状態に基づい

た、より正確な生命表の導入により磨き上げられました。

ただし、これらすべての基本的な前提は、これらの要因を条件

として、個々の被保険者がその仮定によってプライシングされ

た平均または標準のリスクを提示しているという仮定です。これ

に関連するのが引受査定のプロセスであり、保険会社はすべ

ての被保険者が個別に評価され、系統だった方法で分析され

るようにしています11。

基本的な引受査定の方法は、何十年も間ほとんど変わってい

ません。被保険者は、死亡率と罹患率のリスク評価に関連性
する重要な情報を収集するための質問に回答します（告知）。 

潜在的にリスクが高いと思われる被保険者は、医師からの報

告の分析または診査結果を通じて、さらに評価を受けることが

できます。このような基本的な方法は今も同じですが、そのプロ

セスと処理方法は根本的な変革を遂げました。特に、オンライ

ンへの移行とアルゴリズムベースの引受ルールエンジン

（URE）12によるリスクの評価です。 例えば、ハノーバー再保険

のReFlexまたはhr | QUIRCがこれらUREの成功例であり、実際

のところ、ほとんどの英国の生命保険会社では、人（アンダーラ

イター）の介入なしに被保険者の60〜80％を評価しています。

しかしながら、正直なところ、これらのイノベーションは、リスク

評価における基本的なパラダイムシフトではなく、引受査定プロ

セスの効率化を促進したにすぎません13。

10 BearingPoint Institute, 2020 
11 Black & Skipper, 2000 
12 Batty & Kroll, 2009 
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従来の引受査定のアプローチは「1回限り」のプロセスであり、

申込のキャンセルを除き、通常は保険会社または被保険者が

契約条件を変更する機会はありません。しかし、InsurTech、よ

り具体的にはウェアラブルデバイスの台頭は、従来とは異なる

データソースの幅広い情報にアクセスし、新しい分析機能を利
用する機会を生み出しました14。 

ウェアラブルの活用と"継続的な引受査定"

保険会社がウェアラブルやそれによる関連データのために、そ

のようなデバイスのコストを助成するほど関心を持っているの

はなぜでしょうか？その動機になると思われる、以下の３つの
点が考えられます： 

• リスクの評価に新しいまたは改良された引受データを取り
入れるため、

• 被保険者との関係性を改善し、
• 早期の保険金請求の発生を回避するために、健康的なラ

イフスイルの行動を奨励し増加させ、より健康的な生活へ
の関心を維持する。

多くの保険会社が、ウェアラブルデバイスの潜在的な価値、そ

の収集されたデータ、および引受プロセスを改善する方法に

目覚めているようです。たとえば中国では、生命保険会社が

150万人もの被保険者の行動データを取り込み、英国では、

生命保険会社が特定の活動ポイントと健康状態を達成および

維持する被保険者に、多額の助成を受けたスマートウォッチ

を提供しています15。

アフリカを拠点とする保険会社は、健康的なライフスタイルへ
の啓蒙を強化し、無料の映画館のチケット、コーヒー等の飲食
やスポーツジムの割引の形で報酬を提供することで前向きな
行動を奨励するライフスタイル製品を提供しています16。

これらの例は実証可能な形で成功を収めており、身体活動率

は全体で34％増加し、肥満や既存の病気などの特定のコホー

ト研究ではさらに高くなっています17。

運動量が増えるとBMIと血圧が低下するため、このような成功

は重要です。これらは両方とも、従来の引受査定プロセスにお

けるリスクの重要な指標です。 実際、Smirnova 2019による研

究では、身体活動の低下は、喫煙の有無や脳卒中、ガンなど

の疾患の存在よりも、早期死亡の予測精度において30〜

40％正確であることが示されています。

13 Batty & Kroll, 2009 
14 BearingPoint Institute, 2020 
15 The Economist, 2019 
16 McFall & Moor, 2019 

保険会社にとっての1つの問題は、収集された情報をどうする

かということです。 通常は、引受条件が提示され承認されると

契約は成立しますが、ここで「継続的な引受」の概念が生まれ

ました。その後もデータを提供し、健康増進プログラムに参加

し、健康指標を常にチェックすることに同意した被保険者は、

流動的で変更可能な保険料率（主に割引）または特別なサー

ビスの形でさらなる報酬やお得な情報を受け取ります。被保険

者のデータが簡単に把握でき、「ゲーム化された」指標として

パッケージ化されると、顧客との関係性はさらに向上します18。

ウェアラブルからの典型的な指標または集積されたデータ

一部の支持者は最近、InsurTech、ビッグデータ分析、ウェアラブ

ルなどのセンサーデータとの連携により、生命保険に大きな革

命がもたらされ、従来的な意味でのアンダーライティングは完全

になくなり、代わりに「何も聞かない」という概念に移行すること

を提案しました。このアイデアは、被保険者への質問（告知）を

排除し、代わりにリスク評価が完全にデジタル化された健康

データに基づいています19。

しかし著者は、この提案には懐疑的です。そのような方法に可

能性はありますが、人々に直接質問することほど良いことはあり

ません。実際、ある再保険会社が従来の保険数理上の死亡率

分析を使用して実施した調査では、新しいデータ（歩数の形式）

と古いデータおよび従来のリスク指標（体重、血液検査、健康履

歴）を比較してみました。その結果、「最良の」モデルは新旧の

ハイブリッドであるのに対し、新しい方法論のみに基づくモデル

は、従来のアプローチに基づくモデルよりもわずかに優れていた

にすぎないことが示されたのです。

17 The Economist, 2018 
18 Asimakopoulos, 2016 
19 McFall & Moor, 2019 

Source: Adobe Stock 
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とはいえ、コスト削減の可能性という点においては、特定の人
口統計セグメントでは、「何も聞かない」アプローチにメリットが
ある可能性はあるといえます。

課題と懸念 

ウェアラブルデータの利用には、懸念や課題がないわけでは

ありません。その利用の重要な魅力の1つは、保険会社と被保

険者の間のより良い関係性構築ですが、多くの調査によると、

ウェアラブルデバイスユーザーの32％が6か月後にこれらの装

着をやめ、50％が1年後にやめています20。そこで、保険会社と

の関係構築に対する報酬が明確に説明されていることを確認

することが、非常に重要になります。

精度はどうでしょうか？すべてのデバイスは同じといえます
か？ Xieらは、一般的なデバイスによって行われる主要な測

定値（睡眠、歩数、距離、心拍数）は妥当な範囲で同等の精度

を持っているが、カロリーで測定されるエネルギー消費量には

大きなバラツキがあることを示しました。

ユーザーの偏見についても懸念があります。ウェアラブルデバ

イスの普及はいわゆる「デジタルネイティブ」に焦点を当ててお

り、ユーザーの半数は18〜34歳で、利用も性別によっておよそ

均等ですが、ユーザーはより高い社会経済的グループの人々

である傾向が見られますし、年間10万米ドル以上の収入があ

る世帯もいます21。保険の加入者人口は人口統計から大きく抜

き出されているため、大きな懸念事項ではないかもしれません

が、保険会社が「保障のギャップ」を埋めてより広い社会に保

障提供をしたい場合は、ウェアラブルデバイスの利用を助成し

大衆化する方法を検討する必要があります。

最後に、最も重要なのは、ウェアラブルデバイスによって取得

されたような詳細な非侵襲的個人データのセキュリティが、そ

のような情報を保護する法的および道徳的義務のためだけで

なく、そのようなデータの侵害または漏洩が引き起こす企業ブ

ランドおよび評判への壊滅的な経済的損害を防ぐために、そ

れらが強力に維持されることを保証することです。

20 Piwek, 2019 
21 Marr, 2016 

結論 

生命保険業界とアンダーライティングの専門職は、ここ数十年

でわずかで進化的な変化しか見ていません。しかし、物理的な

世界とデジタルの世界が交差する第4の産業革命の到来は、

破壊的な変化の大きな可能性を秘めています。業界は、この革

命から生まれた1つのテクノロジー、ウェアラブルの利用を実践

に取り入れるために、とりあえず成功したステップを踏んでいま

す。しかし、近い将来、成功の秘訣は、ウェアラブルなどのデバ

イスによって生成される新しく豊富で広大なデータの組み合わ

せからもたらされる機会と、従来の方法からの統計モデリング

と分析機能の融合となるでしょう。
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